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中国政治研究
―多種多様なアプローチの模索―

中国政治研究、それを日本に限定してもすべてを把
握することは筆者の手に余る作業である。そのため、
ここでは筆者の関心対象である中国共産党の一党支配
体制に関連する単著になった研究を手がかりに、研究
の傾向や課題をみていきたい。

●「分断化した権威主義」モデルの呪縛
中国政治は、毛沢東時代が終わり、鄧小平が改革・

開放政策を提唱し進めたことで、大きく変化したとと
らえられている。中国共産党による一党支配体制とい
う権威主義的な体制は、毛沢東時代は党中央から末端
まで中央集権的なヒエラルキーが形成されているとと
らえられてきた。そして改革・開放政策の実施から約
10年が経ったところで出てきたのが、リーバソールと
オクセンバーグの研究（参考文献①）とリーバソール
とランプトンの研究（参考文献②）である。彼らが提
唱したのが、「分断化した権威主義」（fragmented 
structure of authority）モデルだった。このモデルは、
一党支配体制を中央から末端への集権的な組織形態に
なっていない、中央と地方、官庁、企業などのあいだ
が分断されているととらえた。そのため一方的なトッ
プダウンによる支配ではなく、「協調」の重要性を指
摘した。

改革・開放政策実施後の中国の経済発展の要因とし
て、「放権讓利」、すなわち中央政府が有していた資源
のコントロール権や企業管理権が地方政府や企業に委
譲されたことで、共産党のコントロール力が弱体化し
たことがあるとの説明が有力である。この一党支配体
制の変化を政治学的に説明するうえで「分断化した権
威主義」モデルはインパクトがあった。
「分断化した権威主義」モデルは、研究対象が中央・

地方関係、またエネルギー政策だけでなく、他の研究
対象にも応用可能であるということで、多くの研究者

の共感を得て、現在に至っても先行研究レビューにお
いて必ずと言っていいほどに取り上げられている。そ
して分析枠組みとして援用を試みる研究も少なくない。
しかしそうした応用は必ずしも成功していない。それ
は、このモデルが決して万能なものではないため、研
究対象によっては適合できないケースがあるからだろ
う。

今ではこのモデルの課題も指摘されている。メーサ
は指導部の権力分析に重点が置かれ、社会層など多様
化したアクターの影響に無関心であった点を指摘した

（参考文献③）。三宅は「協調」に対し「中央と地方が
政策決定の前提となる合意形成のために相互の協力を
必要としている」という意味に留まっていると指摘し
ている（参考文献④）。

●一党支配体制の変化の分析
現在の中国政治研究は、「分断化した権威主義」モ

デルの呪縛を逃れ、一党支配体制をどのように捉える
かを模索しているといっていいだろう。

1つのアプローチは、一党支配体制の変化を明らか
にしようというものである。政治アクターの多様化の
なかで、これまで研究対象にはならなかったアクター
に焦点を当てている点に特徴がある。

加茂は法治が重視されるようになり注目されること
になった人民代表大会に焦点を当て、共産党との関係
である「領導・非領導」（指導する・指導される）の
関係の変化を明らかにした（参考文献⑤）。鈴木は私
営企業家などの新興の社会経済エリートに焦点を当て、
共産党がこれらの台頭に適応し、取り込んでいること
を明らかにした（参考文献⑥）。

●政治過程の分析
もう1つのアプローチは共産党の一党支配体制を所
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与のものとし、政治過程を明らかにしようというもの
である。比較政治学の枠組みを使っている点に特徴が
ある。

三宅は、メゾレベルとしての省レベルを研究対象と
し、ネットワーク論を使って、中央と地方の関係を説
明した（参考文献④）。林は、党と軍の関係を合理的
選択論で説明しようとした（参考文献⑦）。また外資
政策をめぐる政治過程を分析した下野の研究もこのア
プローチに含めることができるだろう（参考文献⑧）。

2つのアプローチは決して排他的な関係にあるので
はなく、重複している部分も少なくない。しかしそれ
故に後者のアプローチによる研究が、不本意にも前者
のアプローチによる研究と同一視されてしまい、必ず
しもアプローチそのものが評価されていない。

●多種多様なアプローチ
中国政治が高度経済成長下での「分配をめぐる政治」

から低成長期を迎えての「削減をめぐる政治」へと変
化し、今なお共産党を取り巻く状況が変化しているな
かで、アクターはさらに多様化し、政治過程もさらに
複雑になっている。そのため、個々の党の部門や中央
官庁、軍などこれまで研究対象となっていないアク
ターは少なくない。そして共産党が手続き上の最終的
な決定権を有していることが必ずしも実質的な影響力
を有していることを意味しないように、共産党の役割
を特定することも難しくなっている。また、政治過程
の分析も経緯を叙述することに重きが置かれ、相互作
用や協調のメカニズムについて詳細な分析はまだ緒に
ついたばかりである。

非常に速い現実の変化を嘆くよりも、それに適応し
中国共産党による一党支配体制をよりよく捉えるため
には、中国政治研究は「中国共産党」研究だけではな
く、広い意味での「中国政治」研究を目指そうという
ことでもあるだろう。そのためには理論的な枠組みや
モデルを提示することもよいが、まだ十分でないミク
ロ分析や事例分析を蓄積すること、そして多種多様な
アプローチに精通し、寛容であることが必要であろう。

（ささき　のりひろ／防衛大学校准教授）
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